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「
国
際
人
権
規
約
発
効
七
周
年
に
あ
た
っ
て
」
ｌ
日
本
の
現
状
と
課
題
Ｉ

７「国際人権規約発効７周年にあたって」

か
つ
て
私
は
、
「
世
界
の
人
権
思
想
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
、
男
女

平
等
が
は
じ
め
て
登
場
し
た
第
二
次
大
戦
後
の
時
期
を
男
女
平
等
確

立
の
第
一
期
だ
と
す
れ
ば
、
一
九
七
○
年
後
半
か
ら
八
○
年
代
は
、

そ
の
実
質
化
と
国
際
化
の
た
め
の
第
二
期
で
あ
る
」
と
書
い
た
こ
と

が
あ
る
。
昨
年
は
ナ
イ
ロ
ビ
で
国
連
婦
人
の
一
○
年
を
し
め
く
く
る

世
界
婦
人
会
議
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
「
二
○
○
○
年
に
向
け
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
と
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
男
女
平
等
の
実
現
に
は

ま
だ
根
強
い
障
害
が
あ
り
、
一
層
の
努
力
を
必
要
と
す
る
と
の
認
識

に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
ろ
と
、
国
連
婦
人
の
一
○
年
は

終
っ
た
も
の
の
、
差
別
撤
廃
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
と
い
う

の
が
現
段
階
で
の
実
感
で
あ
る
。

た
男
女
平
等
の
理
念
を
ふ
ま
え
、
依
然
と
し
て
女
性
に
対
す
る
差
別

が
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
各
国
の
政
府
、
民
間
団
体
、
そ
し
て

個
人
に
対
し
、
宣
言
に
も
り
込
ま
れ
た
女
性
の
諸
権
利
を
全
力
を
挙

げ
て
実
現
す
る
よ
う
促
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
は
わ
ず
か
一

一
条
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
男
子
と
の
権
利
の
平
等
を
実
際
上
否
定
ま

た
は
制
限
す
る
婦
人
に
対
す
る
差
別
は
、
基
本
的
に
不
正
で
あ
り
、

人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
犯
で
あ
る
」
二
条
）
と
し
た
う
え
で
、

「
偏
見
を
根
絶
し
、
婦
人
が
劣
等
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
も
と
づ

く
習
慣
的
お
よ
び
そ
の
他
す
べ
て
の
慣
行
を
廃
止
す
る
方
向
に
、
世

論
を
育
成
し
国
民
の
熱
意
を
向
け
る
た
め
、
す
べ
て
の
適
切
な
措
置

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
三
条
）
と
う
た
っ
て
い
ろ
。
こ

の
基
本
精
神
は
そ
の
後
の
新
し
い
人
権
の
展
開
に
大
き
な
方
向
づ
け

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
は
、
一
九
五
一
年
、
同
一
価
値

の
労
働
に
つ
い
て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関
す
る
条

約
（
第
一
○
○
号
）
、
一
九
五
八
年
、
雇
用
及
び
職
業
に
つ
い
て
の

差
別
待
遇
に
関
す
る
条
約
（
第
一
二
号
）
・
同
勧
告
（
第
一
一
一

号
）
を
採
択
し
、
雇
用
に
お
け
る
男
女
の
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件

に
つ
い
て
差
別
を
禁
止
し
た
。
そ
の
後
一
九
七
二
年
、
第
二
七
回
国

連
総
会
は
二
つ
の
重
要
な
決
議
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
一
九
七
五

年
を
「
国
際
婦
人
年
」
と
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
女
性
の
現
状
を

総
点
検
し
、
女
性
差
別
撤
廃
宣
一
一
一
一
口
を
、
単
な
る
宣
言
に
止
ま
ら
ず
、

男
女
平
等
の
新
展
開
ｌ
国
連
婦
人
一
○
年
の
歩
み

女
性
差
別
撤
廃
の
立
場
か
ら

さ
て
、
と
の
一
○
年
、
差
別
撤
廃
に
関
す
る
国
際
連
合
の
果
し
た

役
割
は
大
き
い
。

一
九
四
六
年
、
国
連
の
経
済
社
会
理
事
会
の
一
つ
と
し
て
女
性
の

地
位
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
の
提
案
に
も
と
づ
い
て
、

国
連
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
国
際
文
書
を
採
択

し
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
人
身
売
買
及
び
他
人
の
売

春
か
ら
の
搾
取
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
二
九
五
○
）
、
女
性
の
政

治
的
権
利
に
関
す
る
条
約
（
一
九
五
二
）
、
既
婚
女
性
の
国
籍
に
関

す
る
条
約
二
九
五
七
）
、
婚
姻
の
同
意
、
最
低
年
令
及
び
登
録
に

関
す
る
条
約
（
一
九
六
二
）
な
ど
が
あ
る
。

女
性
差
別
撤
廃
に
関
す
る
包
括
的
か
つ
先
駆
的
文
書
と
し
て
は
、

一
九
六
七
年
に
婦
人
に
対
す
る
差
別
撤
廃
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
い

ろ
。
こ
の
宣
言
は
、
国
際
連
合
憲
章
（
一
九
四
五
）
、
世
界
人
権
宣

言
（
一
九
四
八
）
、
国
際
人
権
規
約
（
一
九
六
六
）
な
ど
に
示
さ
れ

よ
り
実
効
性
の
あ
る
条
約
と
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
決
議
を
契
機
に
男
女
平
等
の
動
き
は
急
速
に
広
が
り
、
世
界
の
各

国
が
あ
ら
た
め
て
女
性
の
差
別
撤
廃
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
七
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
際
婦
人
年

は
、
①
男
女
平
等
の
促
進
、
②
社
会
、
経
済
、
文
化
へ
の
女
性
の
参

加
、
③
国
際
平
和
と
協
力
へ
の
女
性
の
貢
献
、
を
目
標
に
そ
の
実
現

の
た
め
の
行
動
を
全
世
界
に
呼
び
か
け
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
か
れ
た
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
で
は
、
「
平
等
・

発
展
・
平
和
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま

で
の
一
○
年
間
を
目
標
達
成
の
期
間
と
し
、
そ
の
た
め
の
行
動
の
指

針
「
世
界
行
動
計
画
」
と
「
婦
人
の
平
等
と
開
発
と
平
和
へ
の
婦
人

の
寄
与
に
関
す
る
メ
キ
シ
コ
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

一
方
、
こ
れ
と
並
行
し
て
取
組
ま
れ
て
い
た
女
性
差
別
撤
廃
に
関

す
る
新
し
い
国
際
文
書
に
つ
い
て
は
、
女
性
差
別
撤
廃
宣
言
と
こ
れ

ま
で
の
国
連
や
関
係
機
関
の
諸
条
約
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
ま
た

い
か
に
整
合
さ
せ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
一
九
七
九
年

一
一
一
月
、
差
別
撤
廃
宣
言
か
ら
一
一
一
年
目
、
女
性
の
地
位
委
員
会
が

創
設
さ
れ
て
か
ら
三
四
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
条
約
と
し
て
完
成
し

た
。
第
一
一
一
四
回
国
連
総
会
で
は
、
賛
成
一
三
○
ヶ
国
、
反
対
○
、
棄

権
一
二
ヶ
国
と
い
う
画
期
的
な
採
択
で
あ
っ
た
。

一
九
八
○
年
、
世
界
婦
人
会
議
で
採
択
さ
れ
た
世
界
行
動
計
画
の

実
施
状
況
を
も
ち
寄
る
た
め
の
、
国
連
婦
人
の
一
○
年
の
中
間
年
。

大
野
町
子
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世
界
会
議
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
さ
ら
に
後
半

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ム
は
、
再
び
女
性
の
不
平
等
の
大
部
分
は
、
不
公
正

な
国
際
経
済
関
係
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
大
量
の
貧
困
と
全
般

的
な
後
進
性
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
、
性
を
理
由
と
し
た
事
実
上
の

セ
ク
シ
ズ
ム
に
よ
り
、
先
進
国
、
発
展
途
上
国
の
い
ず
れ
を
問
わ
ず

多
く
の
国
で
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
（
第
一
部
に
）
、
女
性
は
世

界
の
成
人
人
口
の
五
○
％
、
労
働
力
の
三
分
の
一
を
占
め
な
が
ら
、

全
労
働
時
間
の
三
分
の
一
一
を
働
き
、
世
界
の
所
得
の
一
○
分
の
一
し

か
受
け
と
っ
て
お
ら
ず
、
世
界
の
資
産
の
一
％
以
下
し
か
所
有
し
て

い
な
い
こ
と
（
同
一
六
）
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
当
初
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
平
等
・
発
展
・
平
和
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
サ

ブ
テ
ー
マ
を
「
雇
用
・
健
康
・
教
育
」
と
し
、
こ
の
分
野
を
通
し
て

一
層
の
努
力
を
つ
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。

わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
国
際
的
取
組
み
の
な
か
で
、
世
界

行
動
計
画
や
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
則
し
た
法
整
備
や
、
政
策
決
定

へ
の
女
性
の
積
極
的
参
加
な
ど
を
重
点
目
標
と
し
た
「
国
内
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
ま
た
各
自
治
体
も
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
プ
ラ

ン
を
設
定
し
て
積
極
的
な
婦
人
行
政
を
お
し
す
す
め
て
き
た
。

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
わ
が
国
で
は
一
九
八
五
年
六
月
二
五
日

批
准
し
た
。
日
本
政
府
は
、
国
連
婦
人
の
一
○
年
の
最
終
年
・
世
界

会
議
ま
で
に
は
批
准
す
る
と
公
言
し
て
い
た
が
、
期
限
ぎ
り
ぎ
り
で

９「国際人権規約発効７周年にあたって」

１人平均月間現金給与総額と男女格差

で
あ
る
。
条
約
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
将
来
戦
略
を
ど
う
実
現
し
て
い
く

か
、
こ
れ
か
ら
が
ま
た
熱
い
闘
い
の
始
ま
り
で
あ
る
。

雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
Ｉ
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
成
立

わ
が
国
で
は
、
一
九
六
○
年
代
以
降
働
く
女
性
は
年
々
増
え
続

け
、
今
日
で
は
全
労
働
者
の
三
五
・
九
％
（
一
九
八
五
年
で
一
五
四

八
万
人
）
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
ろ
。
も
は
や
、
客
観
的
に
も
「
男

わ
が
国
の
現
状
ｌ
男
女
平
等
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か

現金給与総額
年

男｜男女格差女

(男子
＝100） 
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47.8 

50.9 

53.1 

53.9 

55.8 

56.1 

55.8 

56.2 

55.0 

53.8 

53.3 

よ
う
や
く
実
行
さ
れ
た
。

男
女
平
等
は
ど
こ
ま
で
達
成
さ
れ
た
か
、
そ
の
問
に
対
す
る
回
答

は
別
と
し
て
、
と
も
あ
れ
、
こ
の
批
准
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
は
世
界

で
第
七
二
番
目
の
締
約
国
と
な
っ
た
。

さ
て
、
一
九
八
五
年
七
月
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
国
連
婦

人
の
一
○
年
の
最
終
年
・
世
界
婦
人
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議

で
は
、
過
去
一
○
年
の
成
果
を
見
直
し
、
男
女
平
等
の
実
現
を
妨
げ

て
い
る
障
害
は
何
か
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
差
別
撤
廃

を
お
し
す
す
め
る
た
め
の
長
期
戦
略
「
二
○
○
○
年
に
向
け
て
の
婦

人
の
地
位
向
上
の
た
め
の
将
来
戦
略
」
が
採
択
さ
れ
た
。

将
来
戦
略
に
は
、
平
等
、
発
展
、
平
和
の
ほ
か
に
「
特
殊
状
況
の

女
性
」
（
地
方
、
都
市
に
お
け
る
貧
困
女
性
、
侵
略
下
の
女
性
、
人

身
売
買
、
強
制
売
春
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
女
性
、
心
身
障
害
の
女

性
、
難
民
女
性
、
移
民
女
性
な
ど
）
と
「
国
際
及
び
地
域
協
力
」
の

二
つ
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
そ

の
達
成
を
妨
げ
て
い
る
根
本
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
障
害
を
取
り
除
く
た
め
の
基
本
的
戦
略
と
具
体
的
措
置
が
提
起
さ

れ
た
。一
○
年
と
い
う
歳
月
は
長
い
よ
う
で
実
は
短
い
。
人
権
の
達
成
と

い
う
大
き
な
目
標
に
あ
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
国
連
婦
人
の
一

○
年
は
終
っ
た
が
、
わ
が
国
で
は
よ
う
や
く
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
成
立
し
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
に
こ
ぎ
つ
け
た
ば
か
り

52.8 

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
女
性
の
多
く
は
パ
ー
ト
や
派
遣
労
働
者
と
い
っ
た
不
安

定
な
就
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
し
か
も
男
子
労
働
者
と
の
賃
金
格
差

は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
今
日
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

と
い
っ
て
も
長
時
間
労
働
者
が
多
く
、
実
態
は
フ
ル
タ
ィ
マ
ー
（
常

用
労
働
者
）
と
大
差
は
な
い
。
低
賃
金
に
捉
え
置
く
こ
と
、
い
つ
で

も
解
雇
し
う
る
と
い
う
景
気
調
節
の
安
全
弁
的
役
割
を
担
わ
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
な
し
く
ず
し
的
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
派
遣
労
働
者
に
っ

52.2 

51.8 

い
て
も
女
性
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
く
、
と

く
に
事
務
処
理
系
に
つ
い
て
は
九
四
・
四
％

ｏ
 

う
い
ｊ
ま
で
女
性
が
占
め
、
し
か
も
雇
用
形
態
の
七

査
な
り

調
ま
よ
―
ハ
・
二
％
が
日
雇
で
あ
る
（
労
働
省
職
業
安

》》》年楴》韮》計輌》』汁崔》》傘識》》
ｒ
サ
隠
れ
て
い
る
（
労
働
行
政
研
究
全
国
集
会
一
九

雛
鮒
噸
八
三
・
一
一
）
・
昨
年
六
月
「
労
働
者
派
遣

》”》》辨吟》い》》》辨濟準岼』》》》》梱
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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均
等
法
は
、
雇
用
の
入
口
（
募
集
・
採
用
）
か
ら
出
口
（
定
年
。

退
職
）
ま
で
、
男
女
の
等
し
い
一
雇
用
機
会
と
待
遇
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
全
ス
テ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
「
禁
止
規
定
」
と
し
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
強
力
な
救
済
措

置
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
均
等
法
は
そ
の
対
象
を
「
努
力
規

定
」
と
「
禁
止
規
定
」
の
二
つ
に
ふ
り
分
け
、
ま
た
、
差
別
行
為
に

対
す
る
救
済
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
機
会
均
等
調
停
委
員
会
」
す

ら
、
単
な
る
行
政
指
導
的
な
も
の
に
と
ど
め
ろ
な
ど
、
そ
の
実
効
性

は
す
こ
ぶ
る
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

一
一
、
三
指
摘
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
に

つ
い
て
は
、
女
性
に
対
し
男
性
と
均
等
な
機
会
を
与
え
る
よ
う
、
事

□
業
主
に
努
力
義
務
を
課
す
だ
け
に
と
ど
め
た
点
で
あ
る
。
も
っ
と

っ
も
、
こ
の
努
力
規
定
に
関
し
て
は
別
途
「
指
針
」
（
労
働
省
告
示
第

批
四
号
）
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
応
募
・
採
用

と鋼
資
格
を
男
性
だ
け
に
限
る
と
か
、
年
令
、
結
婚
の
有
無
、
通
勤
状
況

燗
な
ど
で
男
性
に
比
較
し
て
女
性
に
不
利
な
条
件
を
つ
け
な
い
こ
と
な

鋤
ど
で
あ
る
。

約
し
か
し
、
こ
の
指
針
は
事
業
主
に
対
し
て
き
わ
め
て
好
都
合
な

鰯
「
抜
け
道
」
を
残
し
た
。

卿
そ
れ
は
、
指
針
が
「
募
集
・
採
用
区
分
（
職
種
、
資
格
、
雇
用
形

掴
態
、
就
業
形
態
な
ど
の
区
分
）
ご
と
に
、
女
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由

ｕ
と
し
て
募
集
又
は
採
用
の
対
象
か
ら
女
子
を
排
除
し
な
い
こ
と
」
と

女
性
の
賃
金
は
、
一
九
八
四
年
で
男
子
労
働
者
の
五
一
・
八
％
に

す
ぎ
な
い
。
一
‘
九
七
八
年
に
、
五
六
・
一
一
％
ま
で
上
昇
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
格
差
は
拡
大
す
る
い
つ
ぽ
う
で
、
前
年
の
五
二

・
二
％
を
下
回
っ
て
さ
ら
に
五
一
％
台
に
ま
で
落
ち
込
む
結
果
と
な

っ
た
。
先
進
資
本
主
義
国
の
な
か
で
、
女
性
の
賃
金
が
五
○
％
台
に

と
ど
ま
る
の
は
ほ
か
に
例
が
な
い
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
一
九
七
三
’
八
一
一

年
の
一
○
年
間
に
、
男
女
格
差
が
拡
大
し
た
唯
一
の
国
と
し
て
日
本

を
名
指
し
で
あ
げ
て
い
ろ
。
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
低
賃
金
と
男
女
格
差
は
女
性
の
自
立
に
と
っ
て
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
ろ
。

結
婚
退
職
制
や
若
年
定
年
制
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
裁
判
闘

争
を
通
し
て
そ
の
違
法
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
最
高
裁
判
決

一
九
八
一
・
三
・
一
一
四
、
住
友
セ
メ
ン
ト
事
件
な
ど
）
。
し
か
し
、

募
集
・
採
用
を
は
じ
め
、
仕
事
や
昇
格
で
の
差
別
な
ど
に
つ
い
て
は

明
確
な
差
別
禁
止
規
定
が
な
く
、
そ
の
た
め
全
く
野
放
し
状
態
と
な

っ
て
い
た
。

性
差
別
を
禁
止
し
、
一
厘
用
に
お
け
る
男
女
平
等
を
立
法
的
に
解
決

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
全
女
性
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
す
で
に
一
九
六
四
年
、
公
民
権
法
第
七
編
で
、
人
種
差
別
の
禁

止
と
と
も
に
、
性
別
を
理
由
と
し
た
雇
用
差
別
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
一
九
七
○
年
代
に
二
度
の
改
正
を
経
て
、
募
集
・
採
用

を
は
じ
め
と
す
る
性
差
別
を
禁
止
し
た
「
雇
用
機
会
平
等
法
」
と
し

て
定
着
し
た
。

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
で
は
、
一
九
七
五
年
世
界
行
動
計
画
の
実
行
と

し
て
い
ち
早
く
「
男
女
同
一
賃
金
の
原
則
の
適
用
に
関
す
る
各
加
盟

国
の
接
近
に
関
す
る
指
令
」
が
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
は
、
「
労
働
。
職

業
振
興
を
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
男
女
間
の
均
等
待
遇
の
原
則
の
実

現
に
関
す
る
指
令
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
強
力
な
働
き
か
け
の

結
果
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
で
は
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
三
年
以
内
に
独
立
の
雇
用

平
等
法
の
制
定
や
関
係
諸
制
度
の
整
備
が
完
了
す
る
に
至
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
に
加
え
、
世
界
行
動
計
画
の
国
内
実
施

や
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
と
い
う
公
約
上
、
女
性
労
働
に
関
す

る
法
整
備
は
何
よ
り
も
ま
し
て
必
至
の
課
題
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八

年
、
労
働
省
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
労
働
基
準
法
研
究
会
が
、
男

女
が
同
じ
基
盤
に
立
っ
て
働
く
た
め
に
は
、
現
行
の
女
子
保
護
規
定

を
原
則
的
に
撤
廃
す
る
こ
と
、
別
途
、
男
女
平
等
法
を
立
法
化
す
る

こ
と
の
二
点
を
内
容
と
す
る
「
婦
人
労
働
法
制
の
課
題
と
展
望
」
を

発
表
、
こ
れ
を
軸
に
一
九
八
一
一
年
以
降
公
・
労
・
使
の
三
者
構
成
か

ら
な
る
婦
人
問
題
審
議
会
が
全
労
働
者
の
注
目
の
な
か
で
検
討
を
す

す
め
て
き
た
。

労
使
攻
防
の
す
え
、
よ
う
や
く
昨
年
五
月
一
七
日
成
立
し
た
の
が

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
（
以
下
均
等
法
と
い
う
）
で
あ
る
。
そ
し

て
、
同
時
に
改
正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
と
と
も
に
、
今
年
一
九
八
六

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

し
た
点
に
か
か
わ
る
。
例
え
ば
、
「
正
社
員
男
女
募
集
」
と
す
れ
ば

「
パ
ー
ト
女
子
募
集
」
と
い
う
区
分
で
求
人
し
、
採
用
し
て
も
か
ま

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
省
の
解
釈
は
、
「
女

子
を
排
除
し
な
い
」
と
は
全
く
機
会
を
与
え
な
い
こ
と
を
い
い
、
又

「
男
子
を
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
か
ら
、

女
性
に
対
し
て
進
出
の
機
会
を
与
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
女
性
の
職

場
を
維
持
・
確
保
す
る
意
味
で
合
理
性
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
労
働
省
の
通
達
（
一
九
八
一
・
六
・
二
○
）
で
は
、
同
じ

募
集
採
用
区
分
の
な
か
で
、
男
性
一
○
人
、
女
性
一
人
と
い
っ
た
男

女
別
枠
募
集
、
入
社
試
験
の
日
時
や
場
所
な
ど
が
異
っ
て
も
違
反
で

は
な
い
と
し
て
い
ろ
。

均
等
法
の
審
議
過
程
で
、
労
働
省
や
企
業
は
「
機
会
の
平
等
で
足

り
、
結
果
の
平
等
で
は
な
い
」
と
し
た
こ
の
方
向
を
、
指
針
や
行
政

解
釈
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
固
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
点
で
き
わ
め

て
不
当
で
あ
る
。
配
置
・
昇
進
に
つ
い
て
も
同
じ
問
題
が
あ
る
。
こ

と
に
、
募
集
・
採
用
の
入
□
で
ま
ず
区
分
別
採
用
を
許
し
た
ば
か
り

に
、
同
一
職
場
で
男
女
の
格
差
、
差
別
は
際
限
も
な
く
広
が
っ
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
採
用
区
分
が
異
な
れ
ば
、
配
置
・
昇

進
も
異
な
る
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
施

行
後
、
銀
行
、
商
社
、
生
命
保
険
・
損
害
保
険
会
社
な
ど
で
－
せ
い

に
採
用
さ
れ
た
「
新
人
事
制
度
」
な
い
し
ヨ
ー
ス
別
管
理
制
度
」

で
あ
る
。
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ま
た
、
後
者
は
都
道
府
県
婦
人
少
年
室
に
設
け
ら
れ
た
「
機
会
均

等
調
停
委
員
会
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
は
、

救
済
申
立
に
対
し
、
室
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
し
か
も
申
立
の

相
手
方
が
同
意
し
た
場
合
に
限
り
調
停
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
点
で
、
最
初
か
ら
門
前
払
い
を
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ

り
、
調
停
制
度
を
設
け
た
意
味
じ
た
い
が
問
わ
れ
て
い
ろ
。
最
終
的

に
調
停
が
成
立
し
て
も
、
是
正
勧
告
な
ど
の
制
度
が
な
い
た
め
、
そ

の
点
の
欠
陥
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
問
題
点
を
の
べ
た
が
、
均
等
法
を
こ
れ
か
ら
ど
う
活
用
し

て
い
く
か
は
、
女
性
労
働
者
の
力
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
ｐ

Ｊ
第
一
条
は
、
「
こ
の
法
律
は
、
法
の
下
の
平
等
を
保
障
す
る
日
本

天
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
…
…
も
っ
て
女
子
労
働
者
の
福
祉
の
増

批
進
と
を
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
う
た
っ
て
い

と鋼
ろ
。
こ
と
さ
ら
日
本
国
憲
法
を
冒
頭
に
か
が
げ
ざ
ろ
を
え
な
か
っ
た

周
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
立
法
が
あ
く
ま
で
女
性
差
別
を
撤
廃
し
よ
う
と

７
 

効
す
る
国
際
的
潮
流
と
、
わ
が
国
女
性
労
働
者
の
厳
し
い
闘
い
に
逆
い

鵬
え
な
か
っ
た
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
決
し
て
わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
て

鰯
は
な
ら
な
い
。

人際個
母
性
保
護
の
後
退
Ｉ
労
働
基
準
法
女
子
保
護
規
毫

Ⅲ
の
改
正

こ
の
制
度
は
、
従
来
の
業
務
を
「
総
合
職
」
と
「
一
般
職
」
に
分

け
、
前
者
を
「
管
理
職
コ
ー
ス
」
、
後
者
は
「
平
コ
ー
ス
」
と
し

て
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
総
合
職
は
海
外

を
含
め
て
「
転
勤
」
が
あ
る
と
い
う
の
が
共
通
し
た
特
徴
と
な
っ
て

い
ろ
。
い
わ
ば
、
転
勤
を
「
踏
絵
」
に
し
た
選
択
制
度
で
あ
り
、
結

婚
を
ひ
か
え
た
り
、
子
ど
も
を
か
か
え
た
女
性
に
と
っ
て
は
、
意
欲

や
能
力
が
あ
っ
て
も
総
合
職
へ
の
選
択
を
実
際
上
困
難
な
ら
し
め
て

い
ろ
。

労
使
関
係
研
究
セ
ン
タ
ー
の
桜
井
稔
氏
は
、
こ
の
コ
ー
ス
別
管
理

制
度
に
つ
い
て
、
。
般
的
に
男
性
は
、
自
分
の
人
生
と
会
社
の
繁

栄
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
会
社
を
自
分
が
住
ん
で
い
る
一
種
の
運
命

共
同
体
と
し
て
考
え
て
い
ろ
。
銀
行
と
共
に
城
を
ま
く
ら
に
討
ち
死

に
し
よ
う
な
ど
と
い
う
女
性
は
一
人
も
い
な
い
。
男
女
差
別
賃
金
だ

と
か
、
男
女
同
一
賃
金
と
い
う
指
摘
や
要
求
に
び
っ
く
り
す
る
あ
ま

り
、
機
械
的
に
賃
金
を
同
一
に
し
て
し
ま
っ
た
反
省
が
最
近
出
て
き

た
。
そ
こ
で
採
り
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
が
『
コ
ー
ス
別
管
理
』

と
い
う
考
え
方
だ
。
こ
の
考
え
方
は
、
等
し
い
者
は
等
し
く
、
異
な

っ
た
者
は
異
な
っ
て
処
遇
す
る
と
い
う
も
の
で
、
基
本
的
に
は
男
・

女
の
問
題
か
ら
出
て
き
て
い
ろ
」
と
発
言
し
て
い
ろ
。
女
性
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
根
底
に
は
恐
し
い
ほ
ど
の
人
権
全
体
に
対
す
る

挑
戦
と
悪
質
な
差
別
意
識
が
あ
る
。

コ
ー
ス
別
人
事
管
理
は
均
等
法
を
契
機
に
男
性
に
も
拡
大
し
つ
つ

規
定
が
な
く
、
実
効
性
に
乏
し
い
。

あ
り
、
人
間
に
対
す
る
差
別
的
管
理
に
十
分
警
戒
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、
定
年
。
退
職
・
解

雇
の
三
つ
は
禁
止
規
定
で
あ
る
。

た
だ
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
コ
ー
ス
別

に
よ
っ
て
異
な
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
総
合
職
を

選
ん
だ
ひ
と
握
り
の
女
性
の
ほ
か
は
い
よ
い
よ
男
性
と
の
格
差
を
ひ

ろ
げ
、
最
後
の
出
口
で
も
選
択
定
年
制
な
ど
に
よ
っ
て
早
目
に
退
職

と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

な
お
、
「
通
達
」
で
は
「
勧
奨
退
職
は
、
た
と
え
事
業
主
の
勧
奨

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
た
労
働
者
の
自
発
的
な

意
思
に
基
づ
く
退
職
で
あ
る
限
り
、
『
解
雇
』
に
は
含
ま
れ
な
い
」

と
し
て
い
ろ
。
し
か
し
、
退
職
勧
奨
は
多
く
の
場
合
、
首
切
り
の
手

口
で
あ
る
。
結
婚
や
出
産
を
機
会
に
、
あ
る
い
は
一
定
年
齢
に
達
し

た
こ
と
、
組
合
活
動
歴
な
ど
を
理
由
に
な
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
、

退
職
勧
奨
と
任
意
退
職
と
を
安
易
に
結
び
つ
け
た
点
は
不
当
で
あ

る
。差
別
的
取
扱
い
に
対
す
る
救
済
と
し
て
は
、
事
業
主
に
自
主
的
解

決
を
図
ろ
よ
う
努
力
義
務
を
課
し
た
ほ
か
は
、
婦
人
少
年
室
長
に
よ

る
紛
争
解
決
の
た
め
の
援
助
と
調
停
制
度
の
二
つ
を
設
け
た
に
と
ど

ま
っ
た
。
前
者
は
、
募
集
・
採
用
を
含
め
た
全
ス
テ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
解
決
の
た
め
の
行
政
指
導
１
助
言
、
指
導
、
勧
告
Ｉ
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
事
業
主
が
指
導
な
ど
に
従
わ
な
い
場
合
の

こ
れ
ま
で
、
女
性
の
場
合
、
時
間
外
労
働
は
三
六
協
定
が
あ
る
場

合
で
も
、
原
則
と
し
て
、
一
律
に
一
日
二
時
間
、
年
一
五
○
時
間
、

休
日
労
働
は
全
面
禁
止
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
均
等
法
の
成
立
と
併
行
し
て
こ
の
規
制
が
大
幅
に
緩

め
ら
れ
た
．
①
工
業
的
業
種
’
一
週
六
時
間
、
年
間
一
五
○
時

間
、
休
日
労
働
禁
止
、
②
非
工
業
的
業
種
’
四
週
二
四
時
間
、
年

間
一
五
○
時
間
、
休
日
労
働
四
週
一
日
（
た
だ
し
、
保
健
衛
生
、
接

客
、
娯
楽
事
業
は
二
週
一
二
時
間
、
年
間
一
五
○
時
間
、
休
日
労
働

禁
止
）
で
あ
る
。

し
か
も
、
班
長
や
組
長
な
ど
と
い
っ
た
指
揮
命
令
者
と
、
専
門
業

務
従
事
者
は
こ
れ
ら
の
規
制
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

日
単
位
の
規
制
が
な
く
な
っ
た
関
係
で
、
繁
忙
時
に
は
一
週
間
続
け

て
深
夜
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
働
か
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
残
業
を

し
な
け
れ
ば
機
会
均
等
は
保
証
し
難
い
、
と
い
う
の
が
企
業
の
本
音

で
あ
る
。
均
等
法
を
口
実
に
、
わ
が
国
は
逆
に
ま
す
ま
す
長
時
間
労

働
の
途
を
ひ
ろ
げ
、
頑
強
に
時
間
短
縮
の
方
向
に
抵
抗
し
て
い
ろ
。

深
夜
業
の
拡
大
と
相
ま
っ
て
、
女
性
の
就
労
は
い
よ
い
よ
困
難
が
予

想
さ
れ
る
．
①
女
子
の
健
康
・
福
祉
に
有
害
で
な
い
業
務
ｌ
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
八
女
子
の
み
の
寄
宿
舎
の
管
理
人
、
映
画
撮
影
、
放
送

番
組
の
作
成
、
旅
行
業
務
、
警
察
業
務
な
ど
、
②
業
務
の
性
質
上
必

要
と
さ
れ
る
も
の
ｌ
そ
う
菜
・
弁
当
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
め
ん
類
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策
、
活
動
に
関
す
る
積
極
的
参
加
な
ど
が
も
り
込
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
去
る
九
月
一
日
、
総
理
府
は
、
「
家
族
・
家
庭
に
関
す

る
世
論
調
査
」
な
る
も
の
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
夫
婦
の

役
割
分
業
に
関
し
て
は
、
「
生
活
費
を
得
る
」
の
は
「
夫
の
役
割
」

と
す
る
の
が
八
七
・
二
％
、
「
両
方
同
じ
」
と
す
る
の
が
僅
か
九
・

七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
い
ろ
。
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
に
落
と
し
穴
は
な
い
の
か
。
差
別
的
意
識
を
助

長
し
、
あ
る
い
は
現
状
を
肯
定
す
る
よ
う
な
質
問
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
こ
そ
差
別
で
あ
る
。

実
態
が
役
割
分
業
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
国

連
婦
人
の
一
○
年
で
取
り
組
ん
だ
差
別
解
消
の
鍵
は
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
性
的
役
割
分
業
の
変
更
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
過
去
一
○

年
の
障
害
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
、
一
二
世
紀
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
・

に
立
っ
て
、
そ
の
点
の
解
明
こ
そ
急
務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
か
ま
ぼ
こ
・
ち
く
わ
な
ど
の
製
造
、
卸
売
市
場
で
の
仕
事
、
新
聞

小
売
業
な
ど
詠
③
深
夜
業
従
事
の
申
出
に
よ
る
事
業
ｌ
タ
ク
シ
ー

・
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
手
、
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

妊
娠
、
出
産
、
哺
育
に
関
す
る
母
性
保
護
は
、
女
性
が
働
き
続
け

る
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
母
性

保
護
に
関
す
る
特
別
措
置
は
差
別
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
そ
の
権
利

性
を
明
ら
か
に
し
て
い
ろ
。

し
か
し
、
改
正
で
は
産
休
に
つ
い
て
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
産
前
一

○
週
間
と
し
、
産
後
に
つ
き
一
律
八
週
間
に
増
や
し
た
ほ
か
は
、
む

し
ろ
母
性
保
護
を
縮
小
、
後
退
さ
せ
る
方
向
を
う
ち
出
し
た
。
す
な

わ
ち
、
一
つ
は
危
険
有
害
業
務
の
就
業
制
限
を
妊
娠
中
の
女
性
と
産

後
一
年
内
の
者
に
限
定
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
「
生
理
休
暇
」
を

「
生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困
難
な
女
子
」
の
み
に
休
暇
請
求
権
を

認
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

生
理
休
暇
に
つ
い
て
は
、
労
働
省
や
企
業
は
全
面
的
な
廃
止
に
も

ち
込
み
た
か
っ
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
猛
反
撃
に
あ
っ
て
存
置
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
労
働
省
は
、
労
働
基
準
法
上
、
病
気

休
暇
の
規
定
が
な
い
関
係
か
ら
、
「
病
気
に
準
ず
る
」
も
の
と
し
て

女
性
だ
け
に
特
別
措
置
を
設
け
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
立
場
を
堅

持
し
て
い
ろ
。
し
か
し
、
生
理
日
に
就
業
が
著
し
く
困
難
な
女
子
に

休
暇
請
求
権
が
存
置
さ
れ
た
こ
と
は
労
働
基
準
法
上
ま
ぎ
れ
も
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
労
働
省
や
企
業
の
一
方
的
解
釈
に
惑
わ
さ
れ
な
い

女
性
差
別
撤
廃
は
、
長
い
歴
史
的
過
程
と
符
余
曲
折
を
経
て
よ
う

や
く
今
日
に
い
た
っ
た
。
均
等
法
や
そ
の
他
の
法
整
備
が
、
ま
だ
ま

だ
条
約
の
示
す
高
い
水
準
に
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
こ
と
は
た
し
か

だ
が
、
人
権
に
関
す
る
国
際
的
高
ま
り
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
一
つ
の
強
力
な
足
が
か
り
が
で
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
婦
人
会
議
で
は
、
さ
ら
に
「
二

○
○
○
年
に
向
け
て
の
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
将
来
戦
略
」
を

採
択
し
た
。

こ
の
将
来
戦
略
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
平
等
に
関
し
て
「
障

害
」
「
基
本
的
戦
略
」
「
具
体
的
措
置
」
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ

る
。
「
障
害
」
は
、
男
女
差
別
撤
廃
の
た
め
の
法
制
度
の
不
完
全
な

実
施
、
男
女
間
の
生
理
的
差
異
に
正
当
化
さ
れ
た
不
平
等
の
存
在
、

社
会
の
保
守
的
要
素
に
深
く
根
ざ
し
た
男
女
差
別
撤
廃
へ
の
抵
抗
な

ど
に
あ
る
と
し
、
「
基
本
的
戦
略
」
に
は
法
的
基
盤
の
拡
充
強
化
、

教
育
・
訓
練
の
機
会
均
等
、
雇
用
条
件
の
平
等
の
確
保
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、
「
具
体
的
措
置
」
に
関
し
て
は
、
条
約
そ
の
他
の

国
際
文
書
遵
守
の
た
め
の
国
内
法
見
直
し
の
た
め
の
機
関
の
設
置
、

平
等
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
の
促
進
、
国
・
地
方
の
政

こ
と
が
肝
腎
で
あ
る
。
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